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協議事項 

 

 

１ 処理方式（好気性発酵乾燥方式）について                    【資料３】 

 

・概要 

  ・家庭系一般廃棄物及び事業系一般廃棄物を破砕し、破砕したものにバイオトンネルからの発酵物

を混合し、バイオトンネルにおいて１７日間、それを発酵乾燥させることにより、固形燃料用原

料を生成している。 

  ・廃棄物１０，０００ｔから固形燃料用原料５，０００ｔを生成している。 

  ・環境省の循環型社会形成推進交付金のごみ燃料化施設の交付対象となっている。ただし、同一施

設として、固形燃料成型設備を整備することが必要となっている。 

  ・生成した固形燃料は、石炭の代わりとして、製紙会社のボイラー用燃料として使用されている。 

 

・処理フロー 

 ① 家庭系一般廃棄物及び事業系一般廃棄物を破砕機で破砕し、混合機に送る。 

 ② 混合機において、破砕後の廃棄物にバイオトンネル（発酵槽）で一度発酵した返送物（木くず）

を混合する。 

 ③ 混合物をバイオトンネルに投入する。 

 ④ バイオトンネルにおいて、１７日間、微生物の力によって、混合物を発酵・乾燥させる。（生ごみ

を分解し、紙・プラスチック類を乾燥する。） 

 ⑤ 発酵・乾燥処理を終えたものを三種選別機により、次の３種類に選別する。 

  ・ 生ごみが分解された細かいもの 

  ・ 木くずのような大きく重いもの 

  ・ 紙やプラスチックなど比較的軽いもの 

 ⑥ 選別後の紙・プラスチックの塩化ビニール選別を行う。 

 ⑦ 塩化ビニール選別を行ったもの（固形燃料用原料）を圧縮梱包し、固形燃料製造工場に搬送する。 

 ⑧ 固形燃料製造工場において、固形燃料用原料に産業廃棄物を添加し、固形燃料として成型する。 

 

・第３回検討委員会における指摘事項 

意見 回答 

① 好気性発酵乾燥方式について、処理物の固形

燃料化施設を含めた必要面積を調査すること。 

① 固形燃料製造工場の設置に要する敷地面積

は、第３回検討委員会資料１－４、設問５④に

記載の 24,500 ㎡に含まれています。 

② 概算事業費についても、固形燃料化施設に係

る事業費を考慮すること。 

② 固形燃料製造工場の設置に要する事業費は、

第３回検討委員会資料１－４、設問７①に記載

の概算事業費（建設費：4,390 百万円）に含ま

れています。 
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意見 回答 

③ 好気性発酵乾燥方式で廃棄物を処理するた

めには、副資材として木材チップが必要とな

る。栗東市で木材チップを確保できるのか。 

③ 廃棄物に混合するチップは木くずであり、雑

木や間伐材で構いません。 

④ 災害廃棄物を受け入れることが不可能とな

る。 

④ 好気性発酵乾燥方式による廃棄物の処理は、

平時のものしか請け負っていません。災害時に

おける廃棄物の処理のため、所在地の地方公共

団体が民間の一般廃棄物処理施設と協定を締

結しています。 

⑤ 好気性発酵乾燥方式について、受け皿がある

という前提がないと他の処理方式と同じ次元

で比較できない。 

  好気性発酵乾燥方式を他の処理方式と同様

に比較するには、製品の受け皿があることが前

提となる。 

  好気性発酵乾燥方式について、製品の利用先

の確保の見込について、Ｋ社に確認すること。 

⑤ 栗東市内の企業立地状況を調べた限りでは、

製紙会社、製鉄会社、化学繊維会社など、潜在

的には供給先があると思われます。 

  固形燃料の供給先については、動いてみない

とわかりませんが、栗東市とともに探していく

ことになります。 

  現時点では、供給先はありません。 

⑥ Ｋ社の参入意欲を確認すること。 ⑥ 栗東市が好気性発酵乾燥方式を取り入れら

れた際には、参入する意思があります。栗東市

に所在するパートナー会社とＳＰＣを設置し

て、取り組んでいくことになります。 

 

・第３回検討委員会における指摘事項以外でＫ社から聴取した事項 

質問 回答 

① RDF(Refuse Derived Fuel)と RPF(Refuse 

Paper & Plastic Fuel)の違いは。 

① RPF も RDF に含まれるものですが、従来か

らの意味における RDF は、乾燥せずに廃棄物

を固めるため、生ごみからメタンガスが発生

し、過去には爆発事故が起こったことがありま

す。RPF は、微生物の活動により、生ごみは分

解され、好気性のため、メタンガスは生じず、

爆発のおそれはありません。 

② 産業廃棄物を添加しなければ、固形燃料は生

成できないのか。 

② 現在の固形燃料の供給先で使用されている

ボイラーの仕様に合わせているだけです。現在

の供給先では、塩素量を減らすよう要請されて

います。これからのボイラーは、高塩素対応の

ものがあり、このようなものであれば、産業廃

棄物を添加する必要はありません。 

 


